
- 1 -

（通巻第１４４９号）http://www.edu.pref.kagoshima.jp/

第９３号指導資料 情報教育
－高等学校，盲・聾・養護学校対象－

平成16年５月発行鹿児島県総合教育センター

高等学校等教育実践研究会「ＩＴ部会」に
おける教材の開発と活用

ＩＴとは，Information Technologyの頭

文字であり，情報通信技術と称している。こ

のＩＴを授業等に活用することは，従来の指

導方法の工夫・改善及び学習活動の充実につ

ながるという意味で有効な手段の一つであ

る。

学習指導の充実を図るためには，ＩＴを活

用した学習指導案や教材を，組織的に検討

し，魅力あるコンテンツの開発を行うととも

に，いつでもどこでも教員や生徒が活用でき

るよう，コンテンツをデータべース化して共

有することが必要である。

国においては，教科指導等に即したコンテ

ンツの充実や授業づくりのヒントとなる情報

の共有を積極的に推進しているところである

が，本県でも，平成15年度，ＩＴ活用教育研

究推進校として，県立学校13校のＩＴ教育環

境の整備を図るとともに，新たに高等学校等

教育実践研究会「ＩＴ部会」（表１）を設置

し，ＩＴを活用した教材等の開発を行った。

表１ 平成15年度「ＩＴ部会」の教科等

①国語 ②地歴 ③数学教科等部会

④理科 ⑤外国語 ⑥工業

８ 部 会 ⑦商業 ⑧盲・聾・養護学校

そこで，本稿ではこれらの活用効果と活用

例を紹介する。

図１ 「ＩＴ部会」教科部会の様子

１ ＩＴ活用の効果

教科指導等においてＩＴを活用すること

により，次のような効果が期待できる。

( ) 理解の支援1

分かりにくい抽象的な概念や思考過程

をシミュレーションやアニメーションな

どによって動きや音のあるイメージとし

て表現し，思考を助け，学習内容の理解

を深めさせる授業を実践できる。

( ) 発見学習の喜び2

データ分析など時間のかかる作業を簡

単かつ効率的に行うことにより，結果の

考察や法則を発見させる場面に時間を十

分充当できる。
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( ) 学ぶ楽しさの実感3

最新の豊富な情報を活用することによ

り，生徒たちの興味や関心を高めながら

,ら，受け身にならず学ぶ楽しさを実感し

主体的な学習の展開を図ることができる。

( ) 発展的な学習4

遠く離れた大学の教員や博物館の学

芸員などの専門家に，直接説明を受け

たり対話したりしながら学習を進める

ことにより，魅力ある発展的な学習が

できる。

( ) 交流学習5

学級や学校の枠を超えた対話・討論を

通して多様なものの見方や考え方を知り，

生徒に自ら考察を深めさせる学習場面の

設定ができる。

( ) 個人指導の充実6

デジタルコンテンツを用いた学習や

ネットワーク上に蓄積された教材など

を用いて，欠席した生徒や繰り返し学

習の必要な生徒に対する補充的な指導

を行うことができる。

( ) 障害のある生徒への対応7

点字と普通の文字の相互変換など，障

害に基づく様々な困難を改善したり，

克服したりする手段として有効に活用

することができる。

２ 「ＩＴ部会」等が実践・開発した学習指
導案及び教材

「ＩＴ部会」では，ＩＴ活用の効果を踏

まえ，コンピュータやインターネットの持

つ技術を教育活動に活用することを主眼と

して開発等を行った。

( ) 各教科ごとの登録件数1

平成15年度は284件の学習指導案やワー,

クシート・プレゼンテーションなどをデー

タべース化した。

各教科等ごとの登録件数は表２のとお

りである。

表２ 各教科等ごとの登録件数
教材等は ワー教科名等 学習指導案 教材等 ，

クシート・プレ①国 語 ６ １８
ゼンテーション②地 歴 １１ ３２
などを指す。③数 学 １２ ３９

④理 科 １２ ８
⑤外国語 １１ ４３
⑥工 業 ８ ２６
⑦商 業 １２ ２０
盲・聾⑧

１４ １２
養護学校
小 計 ８６ １９８
合 計 ２８４

( ) 閲覧及びダウンロードの方法2

データべース化した学習指導案や教材

は，次の手順で閲覧及びダウンロードす

ることができる。

① 当教育センターのホームページを

開く。

( )http://www.edu.pref.kagoshima.jp/

② 「ＩＴを活用した学習指導案・教材

集（高等学校等）」をクリックする。

③ 教科名をクリックする。

図２ 教科等に関するページ（例：国語）
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３ 「ＩＴ部会」開発教材の活用例

「ＩＴ部会」の委員は，コンピュータや

インターネットなどを活用した教科指導や

開発した教材を活用した実践を行った。

また，ＩＴ活用教育研究推進校において

は，各教科等で指導及び実践研究した内容

を，各教科等の「ＩＴ部会」で検討し，よ

りよく学校で活用できるよう，コンテンツ

の工夫・改善を行った。

ここでは，そのことを基に，普通教科等

でＩＴを活用する効果と活用例を紹介する。

なお，資料提供者の勤務校は，平成15年

度現在のものである。

国語 【国語総合】

インターネットによる文学作品の関連情

報の検索，プロジェクタ投影による敬語法

や古典口語訳の効果的な提示などができる。

また，応用的なものとして，デジタルビ

デオカメラによる動画データの蓄積，パソ

コン室のネットワークを利用した映像デー

タの生徒間の共有化により，生徒の言語表

現に視覚効果を加えたり，相互評価を組み

合わせたりして，豊かな表現力の育成，話

し言葉の指導等に役立てることができる。

単元「自分の話し方を意識してスピー
チする」で，パソコンに映像データを

活 取り込んで活用した。まず，生徒に自

分のスピーチ映像を確認させ，自分の
話し方に課題を立てさせた。次に，単

用 元の始めと終わりに録画した自己のス

ピーチを比較させることで，自分の話
す能力の伸長を確認させた。このこと

例 により，すべての生徒が一斉に自分の

スピーチを確認でき，音声の言語指導

の問題点である時間的負担を軽減する

ことができた。また，自分の話し方を

具体的によりよくしようという意識の

下に学習が進行し，生徒たちの意欲が

単元を通して高まった。

（加世田高等学校 濵田 秀行教諭）

理科 【物理】

変化が速く，観察しにくい実験現象を，

ＩＴ機器の利用とシミュレーションプログ

ラムを組み合わることにより，時間的空間

的に変動する物理現象の理解に役立てるこ

とができる。

波の干渉の単元で，水面波による干

活 渉波の実験をＯＨＰによってダイナミ

ックに実物提示をした。次に，同じ現

象のシミュレーションを見せることに

用 より，時間的空間的に変動する波の干

渉の様子を視覚的にとらえさせた。こ

のことにより，節線や波の干渉の様子

例 に対する生徒の興味と理解を深めさせ

ることができた。

（松陽高等学校 樋之口 仁教諭）

図３ 動画による正弦波説明（樋之口教諭自作）
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英語 【英語Ⅱ】

インターネットや を活用することE-mail

により，情報が乏しくイメージをとらえにく

い国や地域についても，具体的･視覚的に得

ることができる。また，生徒が情報を求めて

主体的に活動するため，生徒の興味や関心を

喚起することができる。

（ナーダム）というモンゴNaadam

活 ルの祭りを扱った単元では，モンゴル

に在住している教科担任の知人(モン

Naadamゴル人)に，モンゴルのことや

用 の祭りの由来等を英語で の送E-mail

受信を行った。この活動により，生徒

は異文化を知るとともに，英作文や英

例 文和訳に生き生きと取り組むようにな

った。

（出水高等学校 中篠 佳奈子教諭）

盲・聾・養護学校 【作業学習】

作業学習の製作活動等において，パソコン

を活用したプレゼンテーションにより，作業

工程を視覚的に示すことで，製作の過程や注

意点等が分かりやすくなり，見通しをもっ

て，作業に取り組むことができる。

作業の工程を，プレゼンテーション

の説明や画像で示すことにより，学習

活 内容の製作過程や注意点などが分かり，

子どもたち一人一人の実態，内容，進

度に合わせた使い方ができた。また，

用 操作を簡単にできるように配慮し，子

どもたち自身が使用できるようにした

ことで，パソコンの操作スキルや学習

に対する意欲を喚起させることがで

例 き，更に自ら進んで取り組む態度の育

成を図ることができた。

特に，本校においては，個に応じた

学習に有効な手段であった。

（武岡台養護学校 吉川 祐一教諭）

図４ 作業学習における製作活動

このように「ＩＴ部会」で開発した教材等

を活用し，「分かる授業」の実現を図ってほ

しい。また，感想・意見・改善案等を下記の

メールアドレスへお寄せいただきたい。

ﾒーﾙｱﾄﾞﾚｽ ( )center99@edu.pref.kagoshima.jp

さらに，今年度は高等学校等教育実践研究

会「ＩＴ部会」（表３）を実施し，年度末

に，成果を「教育ネットかごしま」で提供す

る予定である。

表３ 平成16年度「ＩＴ部会」の教科等

①公民 ②音楽 ③美術 ④家庭教科等部会

⑤農業・水産 ⑥情報
８ 部 会 ⑦看護・福祉

⑧盲・聾・養護学校

【参考資料】

初等中等教育局『ＩＴで築く確かな学力』

平成 年８月14

（情報教育研修課）
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